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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁を貫通して室内と室外とを連通するダクトに取付けられる給排気口であって、
　空気路を形成する給排気口本体と、
　前記空気路を開閉して通流する空気量を調整する空気量調整部と、
　前記空気量調整部における空気量の調整を操作する操作部と、
　前記空気路内に設置されたフィルタと、
　前記フィルタに当接して該フィルタを清掃するブラシと
を備え、
　前記操作部は、前記フィルタまたはブラシが連結されており、
　前記操作部の操作により、前記空気路が開閉して通流する空気量が調整されると同時に
前記フィルタとブラシとが相対移動して該フィルタの清掃が行なわれるよう形成されたこ
とを特徴とする給排気口。
【請求項２】
　前記操作部は、給排気口本体の前面開口に回動可能に取付けられたカバーで形成され、
　前記空気量調整部は、前記給排気口本体と前記カバーとによって形成されたことを特徴
とする請求項１に記載の給排気口。
【請求項３】
　前記空気量調整部は、給排気口本体の前面に立設された嵌合壁とカバーの裏面に立設さ
れたフランジとによって形成されたことを特徴とする請求項２に記載の給排気口。
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【請求項４】
　前記操作部の操作に連動して、フィルタが移動するよう形成されたことを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれかに記載の給排気口。
【請求項５】
　前記ブラシは、フィルタの裏面に配置されたことを特徴とする請求項１乃至請求項４の
いずれかに記載の給排気口。
【請求項６】
　前記カバーは、給排気口本体に着脱自在に取付けられ、前記カバーを前記給排気口本体
から取外すことにより、フィルタが前面に臨むよう形成されたことを特徴とする請求項２
乃至請求項５のいずれかに記載の給排気口。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁を貫通して室内と室外とを連通するダクトに取付けられる給排気口に関す
るものであり、特に、室外からの虫類や塵挨の侵入を防止する防虫ネット等のフィルタを
清掃してその目詰まりを防止する給排気口に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、建物の高気密化に伴い、室内換気の重要性が高まりつつあり、建物の外壁に換気
口を設置することが普及している。例えば、図２０に示す家屋の見取図において、外壁に
は複数の換気口６５が取付けられており、各部屋毎に換気が行なわれるようになっている
。換気は室内と室外とを連通する空気路を形成するダクトを介して行なわれる。前記換気
口６５には、室外からの虫類や塵挨の侵入を防止するための防虫ネット等のフィルタが装
着されている。前記フィルタはこれに付着した虫類、塵挨によって目詰まりを起こし、換
気効率が低下するのを防止するため、定期的或いは不定期にブラシ等を使用して清掃され
る。
【０００３】
　ところが、換気口６５は通常建物の外壁の高所に設けられており、フィルタの清掃にお
いては、その都度換気口６５を取外し、分解して行なわなければならず、大変面倒な作業
となっていた。また、そのために、清掃がおろそかとなり、長期間清掃されないことによ
ってフィルタが目詰まりすることがあった。そこで、例えば、特開平７－１７４３８０号
公報には、可撓性ケーブル等の回転駆動部材を介してこれに連結されたブラシを操作する
ことによりフィルタを清掃する清掃装置が提案されている。この清掃装置によれば、換気
口を取外したり、分解することなく前記回転駆動部材を操作してフィルタを清掃すること
ができ、目詰まりを防いで換気効率の低下を防止することができる。
【特許文献１】特開平７－１７４３８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、前記特開平７－１７４３８０号公報に掲載の清掃装置は、回転駆動部材を操作
することによって換気口を取外すことなく清掃作業を実施できるものの、この種の換気口
は年間の清掃回数が少なく、清掃時期が定まっていないことも多いので、清掃を忘れ、長
期間放置されることが多かった。そのため、同様に、フィルタが目詰まりして換気効率の
低下を招くことがあった。
【０００５】
　また、前記特開平７－１７４３８０号公報に掲載の清掃装置は、ブラシの回動を操作す
る回転駆動部材やこれを支持する支持部材等がフィルタの前方に取付けられているので、
フィルタを交換するときは、その都度、清掃装置を分解し、前記回転駆動部材や支持部材
等を取外さなければならず、作業が大変であった。
【０００６】
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　そこで、本発明は、分解することなくフィルタを簡単に清掃できるとともに、清掃忘れ
による長期間放置によってフィルタが目詰まりするのを未然に防止でき、また、楽にフィ
ルタの交換を行なうことができる給排気口の提供を課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１の給排気口は、壁を貫通して室内と室外とを連通するダクトに取付けられるも
のであって、空気路を形成する給排気口本体と、前記空気路を開閉して通流する空気量を
調整する空気量調整部と、前記空気量調整部における空気量の調整を操作する操作部と、
前記空気路内に設置されたフィルタと、前記フィルタに当接して該フィルタを清掃するブ
ラシとを備え、前記操作部には、前記フィルタまたはブラシが連結されており、前記操作
部の操作により、前記空気路が開閉して通流する空気量が調整されると同時に前記フィル
タとブラシとが相対移動して該フィルタの清掃が行なわれるよう形成されている。
【０００８】
　この請求項１の給排気口は、空気量調整部における空気量の調整を操作する操作部にフ
ィルタまたはブラシが連結されているので、操作部の操作に連動して、フィルタとブラシ
とを相対移動させることができ、これにより、フィルタの清掃も同時に行なうことができ
る。給排気口は給気のための換気口及び排気のための排気口に兼用することもできる。更
に、排気側の給排気口には強制的に空気の送出を行なうためのファンを取付けることもで
きる。
【０００９】
　空気路を通流する空気量の調整は、蓋部材或いは開閉弁等を介して空気通流面積の一部
または全部を遮断または開放することにより段階的或いは無段階に開閉量を調整すること
ができる。なお、空気量の調整には、全閉全開のみの２段階の開閉であってもよい。フィ
ルタまたはブラシは操作部に直接連結することができ、また、リンク、連結部材、ギア等
を介して間接的に連結することもできる。そして、前記フィルタまたはブラシは操作部の
操作により直接移動するものであってもよいし、連結部材等を介して移動し、或いは電気
スイッチ等によって指令信号を送出し、モータ等で電気的に移動するものとしてもよい。
フィルタ及びブラシはいずれか一方が移動すれば足りるが、双方が互いに反対方向に移動
するものとしてもよい。
【００１０】
　前記操作部は一般には室内側に面して配置されている。これにより、室内側からの操作
が容易となる。また、前記操作部の操作は手動で行なってもよいし、機械的、電気的に自
動で行なわれるものとすることもできる。但し、この種の給排気口においては、空気量を
調整する操作の頻度はそれ程多くないので、簡易的な構造として手動で操作できるのが望
ましい。フィルタは防虫ネット等で形成でき、侵入する虫類、塵挨の種類等に対応して、
また、目詰まりの程度等を考慮して、材質、目の粗さ等を適宜選択すればよい。
【００１１】
　請求項２の給排気口は、請求項１に記載の操作部が、給排気口本体の前面開口に回動可
能に取付けられたカバーで形成されている。即ち、カバーを回動することにより、空気量
を調整できるようになっている。また、請求項１に記載の空気量調整部が、給排気口本体
とカバーとによって形成されており、前記給排気口本体とカバーとを相対移動させること
により、空気路の開閉量を調整できるようになっている。
【００１２】
　請求項３の給排気口は、空気量調整部が、給排気口本体の前面に立設された嵌合壁とカ
バーの裏面に立設されたフランジとによって形成されており、前記給排気口本体の嵌合壁
とカバーのフランジとの間で通気口を形成し、前記給排気口本体とカバーとを相対移動さ
せることにより、前記通気口の面積を変化させて空気量を調整できるようになっている。
【００１３】
　請求項４の給排気口は、操作部の操作に連動して、フィルタが移動するよう形成されて
いる。
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【００１４】
　請求項５の給排気口は、ブラシが、フィルタの裏面に配置されている。ここで、フィル
タの裏面とは、給排気口の室内に開口する側を前面として、その前面から給排気口本体の
内部を見たとき、前記フィルタの奥側となる面を意味する。フィルタは室外側に虫類、塵
挨等の異物が付着し易いので、室外側に臨む裏面にブラシを配置したものである。
【００１５】
　請求項６の給排気口は、カバーが、給排気口本体に着脱自在に取付けられ、前記カバー
を前記給排気口本体から取外すことにより、フィルタが前面に臨むよう形成されている。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１の発明は、操作部の操作によりフィルタとブラシとが相対移動して該フィルタ
の清掃が行なわれるよう形成されているので、給排気口を分解することなく簡単かつ迅速
に清掃できる。
【００１７】
　そして、特に、空気量の調整を行なうための操作部を操作することにより、これと連動
してフィルタの清掃も行なわれるので、長期間放置されることによるフィルタの目詰まり
を防止することができる。即ち、季節の変わり目や、花粉、黄砂等が飛散するとき、或い
は、日常的でも風の強い日などにおいて、空気路の開閉操作を行なうことも多く、同時に
、かなりの頻度でフィルタの清掃も行なわれることとなるので、長期間放置による目詰ま
りを未然に防止することができる。
【００１８】
　請求項２の発明は、特に、操作部が給排気口本体の前面開口に回動可能に取付けられた
カバーで形成されており、操作部であるカバーが給排気口本体の前面側に取付けられてい
るので、正面側から空気量の調整作業を楽に行なうことができる。また、カバーの周縁を
把持することによって、空気量の調整を行ない易く、微調整することもできる。更に、給
排気口本体の前面開口をカバーで覆っているので、給排気口本体内を通流する外気を給排
気口本体の前面側からではなく、カバーの側方から一旦室内壁に沿って排出させることに
より、冬季において室外の冷気が直接室内の居住者に当たって寒さを感じさせるのを防止
することができる。加えて、空気量調整部が給排気口本体とカバーとを利用して形成され
ているので、簡易な構成で空気量を調整できる。
【００１９】
　請求項３の発明は、特に、空気量調整部が給排気口本体の嵌合壁とカバーのフランジと
によって形成されているので、極く簡易な構成で空気量を調整できる。
【００２０】
　請求項４の発明は、操作部の操作に連動してフィルタが移動するようになっているので
、例えば、フィルタの移動に伴って該フィルタ自体に衝撃振動が発生するように構成すれ
ば、この衝撃振動によるふるい落とし効果が加わってより効率良く異物を除去することが
できる。また、フィルタの姿勢、位置が変わることにより、フィルタが同じ姿勢、位置に
あることによって異物が特定箇所に集中して付着するのを防止できる。
【００２１】
　請求項５の発明は、ブラシがフィルタの裏面に配置されているから、虫類、塵挨等の異
物の除去効率を高めることができる。即ち、フィルタは室外側である裏面に異物が付着し
易いので、これを重点的に払い落とすことができる。
【００２２】
　請求項６の発明は、カバーが給排気口本体に着脱自在に取付けられ、前記カバーを前記
給排気口本体から取外すことにより、フィルタが前面に臨むよう形成されているから、カ
バーのみを外して直ちにフィルタの交換を前面側から行なうことができ、交換作業が楽に
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
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　以下、本発明の実施形態の給排気口を図に基づいて説明する。なお、本実施形態におい
ては、給排気口は給気のための換気口として使用する場合を説明する。
【００２４】
　図１及び図２において、建物の室外壁６１には雨水等の侵入を防止するためのパイプフ
ード６３が取付けられ、室内壁６２には本発明の給排気口１が取付ねじを介して取付けら
れている。また、前記室外壁６１と室内壁６２との間には前記パイプフード６３と前記給
排気口１とを連結するダクト６４が前記各壁を貫通して取付けられている。前記パイプフ
ード６３はルーバー６３ａが内蔵されている。前記ダクト６４はパイプフード６３側に向
けて僅かに下方に傾斜して取付けられており、内部に侵入した雨水が室外側に排出される
ようになっている。前記給排気口１は前面開口２ａが室内に露出して室内の見栄えが低下
するのを避けるため、前記前面開口２ａにカバー４１が取付けられている。室外から前記
給排気口１に流入した空気は前記カバー４１の外周側面に設けられた通気口７から室内壁
６２の壁面と平行する方向に排出されるようになっている。
【００２５】
　前記給排気口１についてまずその構成を説明する。図３及び図４に前記給排気口１の外
観を、図５に断面を、図６に分解した各部材を示す。なお、図３は斜め前面側から見た斜
視図、図４は斜め裏面側から見た斜視図である。
【００２６】
　図３乃至図６において、前記給排気口１は給排気口本体２と、前記給排気口本体２の内
部の前面開口２ａ側即ち室内側から収納されたブラシ体２１と、前記ブラシ体２１の前方
即ち室内側から該ブラシ体２１のブラシ２２に当接して取付けられたフィルタ体３１と、
前記フィルタ体３１の前方に取付けられ、前記給排気口本体２の前面開口２ａの全体を覆
うカバー４１とで構成されており、各部材は分解できるようになっている。前記給排気口
本体２、ブラシ体２１のブラシ取付枠２３、フィルタ体３１のフィルタ保持枠３３及びカ
バー４１はそれぞれ合成樹脂の一体成形により形成されている。
【００２７】
　まず、前記給排気口本体２は円筒部３の一端側に環状板からなる鍔部４が一体に形成さ
れており、前記鍔部４の中央部に設けられた穴５の内径は前記円筒部３の内径と同一に形
成されている。なお、前記円筒部３の外径は室内壁６１に設けられた壁穴の内径と略同一
に形成されている。前記鍔部４の周縁には後述するカバー４１のフランジ４４が外側から
嵌合する円弧板状の嵌合壁６が前面即ち前記円筒部３と反対側に立設されている。前記嵌
合壁６は周方向に等間隔で４個設けられており、円弧長さはいずれも同一で、各嵌合壁６
間の４箇所の隙間は室外から給排気口本体２内に流入した空気を室内に送出するための通
気口７を形成している。但し、前記嵌合壁６は４個に限られるものではない。前記鍔部４
の外周側壁４ａには前記カバー４１の取着を容易ならしめるため、位置合わせの指標とな
る目印線４ｂが付されている。前記目印線４ｂは刻印、罫書き線によって形成してもよく
、突条によって形成してもよい。なお、カバー４１を給排気口本体２の所定位置に取付け
る際の位置合わせ手段は前記目印線４ｂに限られるものではない。
【００２８】
　前記円筒部３の内壁における前記鍔部４に近い位置には十字形に支持部材８が架設され
、その交差位置は円中心と一致している。更に、その交差部には室内側に向けて円柱状の
支持軸９が立設されている。前記支持軸９の先端部には互いに反対側に向けて半径方向に
突出する略角柱状の係合突部１０が軸方向に沿って設けられている。なお、前記支持軸９
は円筒部３の円中心に安定して配置されていればよく、前記十字形の支持部材８に立設さ
れたものに限られるものではない。この支持軸９には前記ブラシ体２１及びフィルタ体３
１が取着されるようになっている。
【００２９】
　更に、図７及び図８に示すように、前記鍔部４には給排気口本体２を室内壁６２に取付
けるための取付ねじ５１が挿通されるねじ孔１１が複数箇所に設けられている。また、前
記鍔部４における互いに反対側となる２箇所には周方向に沿って一定長さの円弧状のガイ
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ド孔１２が設けられており、その一端部には後述するカバー４１のガイド突起４６の頭部
である係止突部４６ｂが挿入される挿入口１２ａが形成されている。前記ガイド孔１２の
長さはカバー４１のガイド突起４６が回動するストロークより少し大きくしてある。
【００３０】
　図９及び図１０に示すように、前記鍔部４の裏面側即ち室外側には互いに反対側となる
２箇所にばね固定具１３を介して板ばね１４が取付けられている。なお、図９は裏面側か
ら見た部分拡大図、図１０は表面側から見た部分拡大図である。前記ばね固定具１３は略
コ字状の板材で形成され、対向する２つの側部１３ａの先端には互いに内側に向けて係止
爪１３ｂが設けられており、前記側部１３ａの先端部が鍔部４に設けられた係止孔１５に
挿入された後、前記係止爪１３ｂが前記係止孔１５の開口縁部に係止するようになってい
る。一方、前記板ばね１４は長さ方向の中間の反転部１４ａで反転、屈曲し、両側部の先
端側が外方に半円状に膨出して全体がハット状に形成されている。前記板ばね１４は図９
(a)に示す状態から鍔部４の裏面に区画壁１６ａによって形成された格納部１６内に格納
された後、図９(b)に示すように、その上方から前記ばね固定具１３を載置し、その両側
部１３ａを前記係止孔１５内に挿入し、係止爪１３ｂを前記係止孔１５の開口縁部に係止
させることにより格納部１６内に固定されることとなる。
【００３１】
　前記板ばね１４の両側部において半円状に膨出した部分は嵌合凸部１４ｂ及びストッパ
１４ｃを構成する。前記板ばね１４の嵌合凸部１４ｂは先端部分が鍔部４における環状の
段部側壁４ｃの２箇所に設けられた窓孔４ｄから内部側に臨み、フィルタ体３１のフィル
タ保持枠３３の外周部に形成された後述する嵌合凹部３４ａと嵌合するようになっている
。前記板ばね１４の嵌合凸部１４ｂにより、前記フィルタ体３１は支持軸９を軸として回
動するとき、通気口７の開度が１／４ずつ変化する位置で仮保持される。なお、板ばね１
４の付勢力に抗してフィルタ体３１に回動方向の一定以上の力を加えれば、前記板ばね１
４は中間の反転部１４ａを軸に互いに近接する方向に弾性的に後退し、仮保持している前
記嵌合凹部３４ａとの嵌合が解除されて、前記フィルタ体３１は回動を許容され、次の位
置に向けて回動する。
【００３２】
　また、前記ストッパ１４ｃはカバー４１のガイド突起４６と当接し、前記ガイド突起４
６を一定のストローク内で回動するように規制している。なお、一定以上の力を加えてカ
バー４１を回動すれば、前記ガイド突起４６はストッパ１４ｃの弾性力に抗してこれを乗
り越え、ガイド孔１２の挿入口１２ａまで移動してここから抜取出すことが可能となり、
これにより、カバー４１を給排気口本体２から取外すことが可能となる。
【００３３】
　次に、ブラシ体２１はブラシ２２がブラシ取付枠２３に取付けられて成る。前記ブラシ
取付枠２３は外周部に円環枠部２４が形成され、中央部に前記給排気口本体２の支持軸９
が挿通する軸孔部２５が形成されており、前記円環枠部２４と軸孔部２５との間は円中心
から放射状に伸びた直状の８本のブラシ取着部２６が等角度間隔で架設されている。前記
ブラシ取着部２６の上面には全長に至ってブラシ２２が植設されている。前記ブラシ取着
部２６におけるブラシ取付面と反対側の裏面には、前記給排気口本体２の十字形の支持部
材８に上方から外嵌してこれを挟持する一対の挟持片２６ａが立設されている。なお、前
記ブラシ２２は位置によって硬さを異ならせてもよい。また、前記ブラシ取着部２６は直
状ではなく他の形状、例えば円弧状のものとしてもよい。
【００３４】
　次に、フィルタ体３１は、図６、図１４等に示すように、フィルタ３２をフィルタ保持
枠３３に取着して成る。前記フィルタ３２は防虫ネット等からなり、材質、メッシュ等は
室内に侵入する異物の性状に対応して適宜選択すればよく、合成樹脂ネットや金属ネット
等を使用できる。前記フィルタ保持枠３３は外周部に円環枠部３４が形成され、中央部に
前記給排気口本体２の支持軸９が挿通する軸孔部３５が形成され、前記円環枠部３４と軸
孔部３５とは十字形状に配置された連結材３６によって連結された形状に形成されている
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。前記軸孔部３５は周縁部の２箇所に前記給排気口本体２の支持軸９の係合突部１０が嵌
入する嵌合溝３５ａが設けられている。前記フィルタ３２はフィルタ保持枠３３に熱溶着
、接着剤等によって接合することができる。
【００３５】
　前記フィルタ保持枠３３は更に円環枠部３４の外周端部に前記給排気口本体２の板ばね
１４の嵌合凸部１４ｂと嵌合する嵌合凹部３４ａが複数箇所に所定間隔で形成されている
。なお、前記嵌合凹部３４ａはフィルタ体３１の回動時に円滑に前記給排気口本体２の板
ばね１４の嵌合凸部１４ｂと嵌合するよう該嵌合凸部１４ｂと略同形の円弧状の切欠に形
成するのが望ましい。更に、前記円環枠部３４の１８０度離間した２箇所には後述するカ
バー４１の裏面に突出するピン受スリーブ４５内に嵌入するピン体３７がカバー４１側に
向けて立設されている。前記ピン体３７は前記カバー４１のピン受スリーブ４５内に嵌入
した状態でカバー４１を回動することにより該カバー４１の動作に連動してフィルタ体３
１を回動せしめるためのものである。したがって、フィルタ体３１を回動できればよいか
ら、前記ピン体３７は２個に限らず、１個或いは３個以上設けてもよい。また、前記ピン
体３７はフィルタ体３１の円環枠部３４以外の位置、例えば、中央寄りの連結材３６に立
設してもよいが、空気流通上の支障となるおそれもあるので、前記円環枠部３４に立設す
るのが望ましい。
【００３６】
　次に、前記カバー４１は、図１１に示すように、円板状のカバー本体４２と、この裏面
に立設された軸ピン４３、フランジ４４等とで形成されている。前記カバー本体４２は前
記給排気口本体２の鍔部４と略同一の外径を有し、該給排気口本体２の前面開口２ａの全
体を覆うよう形成されており、室内側である表面は意匠性を備えた平滑面に形成されてい
る。但し、意匠性を備えていれば、平滑面に限られるものではない。なお、前記カバー本
体４２の外径はその外周縁部を片手で把持してカバー４１を回動できる大きさに形成され
ている。
【００３７】
　前記カバー本体４２の裏面の軸ピン４３は、給排気口本体２の中空円柱状の支持軸９に
対応してカバー４１の中央に立設されており、前記支持軸９内に着脱自在に嵌入し、これ
により、前記カバー４１は前記軸ピン４３を中心に回動するようになっている。
【００３８】
　前記カバー本体４２の裏面のフランジ４４は該カバー本体４２の外周より僅かに内側の
位置において該外周に沿って円弧状に設けられており、周方向に等間隔に４個形成されて
いる。前記フランジ４４は前記給排気口本体２の鍔部４に等間隔で立設された４個の嵌合
壁６の外面に嵌合し、給排気口本体２の支持軸９を中心に前記嵌合壁６の外面に沿って回
動するようになっている。前記フランジ４４の周方向の長さは前記給排気口本体２の嵌合
壁６間の通気口７より僅かに大きく形成されており、全閉状態に設定したときは、前記通
気口７全体が閉塞されて空気路は完全に遮断される。また、全開状態に設定したときは、
嵌合壁６と全体的に重なり合って、通気口７を全開状態とする。そして、その中間位置に
設定したときは、空気路の遮断面積に応じて通気量が調整される。これらの前記カバー４
１のフランジ４４及び給排気口本体２の鍔部４の嵌合壁６は請求項の空気量調整部に相当
する。
【００３９】
　なお、本実施形態では、全閉、１／４開、１／２開、３／４開、全開の５段階に調整で
きるようになっているが、これに限られず、無段階に開閉できるようにすることもできる
。また、カバー４１は意匠性を害しない範囲で表面に小突起を設け、指でカバー４１を回
動できるようにしてもよい。更に、見栄えの点から空気口７はカバー４１の側面に設けて
いるが、意匠性を害しなければ、正面に設けてもよい。
【００４０】
　更に、前記カバー本体４２の裏面には、前記フィルタ本体３１のピン体３７と対応する
位置に該ピン体３７が嵌入するピン受スリーブ４５が立設されている。また、前記給排気
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口本体２の鍔部４のガイド孔１２の挿入口１２ａと対応する位置には略Ｌ字棒状のガイド
突起４６が立設されている。前記ガイド突起４６は前記給排気口本体２のガイド孔１２内
を移動する細板状のスライド部４６ａと、前記スライド部４６ａの頭部に形成されてカバ
ー本体４２の中心側に向けて突出する係止突部４６ｂとで形成されている。前記係止突部
４６ｂは前記給排気口本体２のガイド孔１２の挿入口１２ａからガイド孔１２内に挿入さ
れ、前記ガイド孔１２の周縁部に係止してカバー４１が給排気口本体２から抜脱するのを
防いでいる。
【００４１】
　前記カバー４１は給排気口本体２の前面開口２ａを覆う他、回動することにより、空気
量を調整できるとともに、ピン受スリーブ４５と給排気口本体２のピン体３７とを介して
直接的にフィルタ体３１を回動する。その結果、フィルタ体３１は給排気口本体２に固定
されているブラシ体２１に対して相対移動し、清掃が行なわれる。したがって、前記カバ
ー４１は請求項の操作部に相当するものでもある。
【００４２】
　前記カバー４１は給排気口本体２に着脱自在に取付けられており、給排気口本体２から
取外すには、カバー４１のガイド突起４６を給排気口本体２のガイド孔１２に沿って回動
し、挿入口１２ａに達したら、前記ガイド突起４６の係止突部４６ｂと前記給排気口本体
２のガイド孔１２との係止が解除されるので、そのまま前方に引出せばよい。
【００４３】
　次に、上記のように構成された本実施形態の給排気口１の組付手順を図１２乃至図１７
に基づいて説明する。
　まず、図１２に示すように、給排気口本体２の支持軸９にブラシ体２１の円環枠部２４
の軸孔部２５を外嵌し、該ブラシ体２１を給排気口本体２の中央部に取付ける。このとき
、ブラシ体２１の円環枠部２４のブラシ取着部２６に設けられた一対の挟持片２６ａが給
排気口本体２の十字形の支持部材８を挟持するように取付ける。これにより、ブラシ体２
１は給排気口本体２に対して回動不能に取着されることとなる。なお、取着後の状態を図
１３に示す。
【００４４】
　次に、図１４に示すように、ブラシ体２１の前方から給排気口本体２にフィルタ体３１
を取着する。フィルタ体３１を取着するには、前記フィルタ体３１の円環枠部３４の軸孔
部３５における一対の嵌合溝３５ａの位置を給排気口本体２の支持軸９の一対の係合突部
１０に合致させた状態で、軸孔部３５を給排気口本体２の支持軸９に外嵌する。このとき
、フィルタ体３１はブラシ体２１の前面に向けて直進させるだけで簡単に取付けることが
できる。次いで、フィルタ体３１を支持軸９を軸に所定角度回動する。すると、フィルタ
体３１の円環枠部３４の軸孔部３５における嵌合溝３５ａが給排気口本体２の支持軸９の
先端部に形成された一対の係合突部１０から移動し、前記軸孔部３５の周縁部が前記支持
軸９の係合突部１０の下側に回り込んでこれに係止される。これにより、フィルタ体３１
は給排気口本体２の支持軸９に回動自在に取付けられるとともに、前記給排気口本体２か
らの抜脱が防止される。図１５にフィルタ体３１を取着した状態を示す。
【００４５】
　次に、図１６に示すように、フィルタ体３１の前方から給排気口本体２の前面開口２ａ
にカバー４１を取付ける。このとき、カバー４１のフランジ４４の一方の端部を給排気口
本体２の鍔部４の外周側壁４ａに付された位置決め用の目印線４ｂに合致させつつカバー
４１を給排気口本体２の前面開口２ａに接近させれば、自ずと、カバー４１中央の軸ピン
４３は給排気口本体２の中空円柱状の支持軸９内に嵌入するとともに、２箇所のピン受ス
リーブ４５はフィルタ体３１のピン体３７に外嵌され、また、２箇所のガイド突起４６先
端の係止突部４６ｂは給排気口本体２の鍔部４のガイド孔１２の挿入口１２ａに嵌入する
。図１７(a)はカバー４１を給排気口本体２に取付けた状態を示す。
【００４６】
　次いで、図１７(b)に示すように、手でカバー４１の外周縁部を把持して僅かに回動す
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れば、そのガイド突起４６はスライド部４６ａが給排気口本体２の鍔部４のガイド孔１２
内を移動するとともに、係止突部４６ｂが前記ガイド孔１２の周縁部に係止するので、給
排気口本体２からのカバー４１の抜脱が防止される。次に、カバー４１を給排気口本体２
における板ばね１４のストッパ１４ｃの位置まで回動したら、該ストッパ１４ｃの外方へ
の付勢力に抗して強制的に更に回動する。すると、前記ガイド突起４６の係止突部４６ｂ
は前記板ばね１４のストッパ１４ｃを押下げつつこれを乗り越える。これにより、前記カ
バー４１のガイド突起４６はカバー４１の往復回動に伴って、給排気口本体２の鍔部４の
ガイド孔１２内を前記板ばね１４のストッパ１４ｃとガイド孔１２の奥側先端との間をス
トロークとして往復移動する状態となる。以上によって、給排気口１の組付けが完了する
。
【００４７】
　なお、給排気口本体２の鍔部４の板ばね１４の嵌合凸部１４ｂが、図１０に示すように
、前記鍔部４の段部側壁４ｃの窓孔４ｄから内部側に向けて突出しており、この嵌合凸部
１４ｂがフィルタ体３１の円環枠部３４の外周に形成された円弧状の切欠からなる嵌合凹
部３４ａに弾性的に嵌合するので、前記カバー４１のガイド突起４６のスライド部４６ａ
が給排気口本体２の鍔部４のガイド孔１２内を移動するときは、給排気口本体２の板ばね
１４の嵌合凸部１４ｂとフィルタ体３１の円環枠具３４の嵌合凹部３４ａとが弾性的に嵌
合及び解除を繰返しながら移動することとなる。
【００４８】
　次に、上記のように構成された本実施形態の給排気口１の動作及びフィルタ３２の清掃
について説明する。
　まず、室内空気の汚れを清浄にするため、給排気口１を全開状態として外気を大量に取
り入れ、十分な換気を行ないたい場合は、カバー４１のフランジ４４を給排気口本体２の
鍔部４の嵌合壁６に対して相対的に移動させて通気口７を全開状態とする。これにより、
パイプフード６３から流入した外気はダクト６４を通って給排気口１の給排気口本体２の
内部に入り、ブラシ体２１及びフィルタ体３１の隙間を通流して給排気口本体２とカバー
４１との間の通気口７から室内に導かれる。一方、室内の汚れた空気は別の位置に設置さ
れた別途の給排気口によって室外に排出される。
【００４９】
　次に、全開状態から換気量を僅かに絞って通気口７を３／４開の開度とする場合は、カ
バー４１の外周縁部を手で把持して軸ピン４３を軸として所定角度回動する。このとき、
カバー４１の裏面に立設されたピン受スリーブ４５がフィルタ体３１の円環枠部３４に立
設されたピン体３７に外嵌しており、カバー４１とフィルタ体３１とは連結状態にあるか
ら、前記カバー４１が所定角度回動することにより、これに直接的に連結されたフィルタ
体３１も回動する。即ち、フィルタ体３１はカバー体３１の回動と連動して同位相回動す
る。一方、ブラシ体２１は給排気口本体２に固定されているので、カバー４１の回動に伴
ってフィルタ体３１は前記ブラシ体２１に対して相対移動することとなる。その結果、フ
ィルタ体３１のフィルタ３２に付着している虫類、塵挨等の異物はブラシ体２１のブラシ
２２によって払い落とされる。したがって、換気量を調整する操作に伴って、同時にフィ
ルタ３２の清掃も行なわれることとなる。払い落とされた異物は下方に落下し、給排気口
本体２の円筒部３の底壁に蓄積するので、定期的に給排気口本体２を分解して蓄積した異
物を除去する。なお、給排気口本体２の円筒部３の底壁に換気に影響を及ぼさない程度の
ドレン孔を形成しておけば、給排気口本体２を分解することなくこのドレン孔から異物を
外部に除去することも可能となる。
【００５０】
　ところで、前述のように、給排気口本体２の鍔部４の板ばね１４の嵌合凸部１４ｂは前
記鍔部４の段部側壁４ｃの窓孔４ｄから内部側に向けて突出し、フィルタ体３１の円環枠
部３４の嵌合凹部３４ａに弾性的に嵌合している。このため、カバー４１つまりはフィル
タ体３１が回動するときは、フィルタ体３１の円環枠部３４の外周端部が給排気口本体２
の板ばね１４の嵌合凸部１４ｂをその付勢力に抗して弾性的に外方に後退させつつ回動し
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て前記嵌合が解除される。そして、所定角度回動したら、前記板ばね１４の嵌合凸部１４
ｂがフィルタ体３１の円環枠部３４の外周端部に設けられた次の嵌合凹部３４ａに再び嵌
合し、弾性復帰して、前記フィルタ体３１はその位置に仮保持されることとなる。即ち、
フィルタ体３１は回動していくとき、通気口７の開度が１／４の単位で変化する度に前記
嵌合及び解除が繰り返され、前記通気口７の開度が１／４ピッチとなる位置で仮保持され
ることとなる。
【００５１】
　ここで、フィルタ体３１の回動を開始するとき、即ち、給排気口本体２の板ばね１４の
嵌合凸部１４ｂがフィルタ体３１の円環枠部３４の外周の嵌合凹部３４ａ内に嵌合してい
る状態から、フィルタ体３１の円環枠部３４の外周端部が前記板ばね１４の嵌合凸部１４
ｂを弾性的に外方に後退させて板ばね１４との嵌合状態を解除し、板ばね１４の嵌合凸部
１４ｂを乗り越えるときには、板ばね１４の弾性力に抗して嵌合状態が解除されるときの
はずみ、反動による衝撃が発生し、その衝撃は同時にフィルタ体３１の全体に振動となっ
て伝搬する。このため、衝撃振動がフィルタ体３１に付加されることとなり、異物の払い
落とし効果が促進される。この衝撃振動は、フィルタ体３１が１／４開のピッチだけ回動
し、円環枠部３４の外周端部の隣の嵌合凹部３４ａに給排気口本体２の板ばね１４の嵌合
凸部１４ｂが弾性復帰して再度嵌合するときも発生する。即ち、フィルタ体３１は回動途
中で嵌合及び解除を繰り返す度に全体に衝撃振動を受けることとなり、この衝撃振動も異
物の払い落とし効果に寄与する。
【００５２】
　次に、更に換気量を絞って通気口７を１／２開或いは１／４開の開度とする場合は、同
様にして、カバー４１を更に回動して給排気口本体２の鍔部４の嵌合壁６に対するカバー
４１のフランジ４４の位置を相対的に移動させればよい。そして、冬季等における冷気や
春季等における花粉、黄砂などが室内に侵入するのを防止するために、給排気口１を全閉
状態として換気を行なわない場合は、ガイド突起４６が給排気口本体２のガイド孔１２の
奥側先端に当接するまでカバー４１を回動し、通気口７を全閉とする。
【００５３】
　次に、本実施形態の給排気口の作用を説明する。
　給排気口１は、操作部としてのカバー４１を回動操作することにより、通気口７の開度
が可変し、給排気口本体２内を通流する空気量が調整される。また、カバー４１のピン受
スリーブ４５及びフィルタ体３１のピン体３７を介してカバー４１とフィルタ体３１とが
直接的に連結されているので、カバー４１を回動操作することにより、同時に、フィルタ
体３１も同位相回動する。これにより、前記フィルタ体３１がブラシ体２１に対して相対
移動してフィルタ３２の清掃が行なわれる。その結果、給排気口１を分解することなく簡
単かつ迅速に清掃できる。そして、特に、空気量の調整を行なうためにカバー４１を操作
することにより、これと連動してフィルタの清掃も行なわれるため、清掃忘れによる長期
間放置によってフィルタ３２が目詰まりを起こすのが未然に防止される。
【００５４】
　更に、操作部が給排気口本体の前面開口２ａに回動可能に取付けられたカバーで形成さ
れており、カバー４１を回動することにより、給排気口本体２の嵌合壁６との間で通気口
７を開閉できるので、簡易な構成で空気量を調整することができる。また、カバー４１が
給排気口本体２の前面側に取付けられているので、カバー４１の周縁を把持し、前面から
楽に空気量の調整作業を行なうことができる。
【００５５】
　更には、給排気口本体２の前面開口２ａがカバー４１によって覆われており、冬季に室
外から給排気口１に流入した冷気は該給排気口１の前面の側方に形成された通気口７から
一旦側方即ち室内壁６２の壁面と平行する方向に排出されてから室内に拡散する。このた
め、冷気が給排気口１の前面開口２ａから直接室内の居住者に当たって寒さを感じさせる
のを防止することができる。
【００５６】
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　加えて、カバー４１の操作に連動してフィルタ体３１が移動するようになっており、フ
ィルタ体３１の回動時に板ばね１４の嵌合凸部１４ｂが円環枠部３４の嵌合凹部３４ａと
嵌合、解除するときに、フィルタ３１に衝撃振動が加わるので、異物の払い落とし効果が
高められ、効率良く異物を除去できる。更に、フィルタ体３１の位置は回動によって変化
するので、異物がフィルタ３２の特定箇所に集中して付着するのを防止できる。
【００５７】
　そして、ブラシ体２１は、フィルタ体３１の裏面に配置されているから、異物が付着し
易いフィルタ３２の裏面即ち室外側の面を前記ブラシ体２１によって直接払い落とすこと
ができ、清掃効率が高まる。
【００５８】
　加えて、カバー４１はガイド突起４６の係止突部４６ｂを給排気口本体２のガイド孔１
２の挿入口１２ａから抜き出すことにより、簡単に給排気口本体２から取外すことができ
るから、フィルタ体３１の交換を前面側から直接行なうことができ、楽に交換作業を行な
える。
【００５９】
　ところで、カバー４１は裏面に断熱シート等を取付けてもよい。例えば、図１８及び図
１９に示すように、略円板状の断熱シート５２を軸ピン４３、ピン受スリーブ４５に密接
状態で嵌着することにより、着脱自在にカバー４１の裏面に取付けてもよい。また、接着
剤等を利用して断熱シート５２を直接カバー４１の裏面に貼着してもよい。前記実施形態
においては冬季の室外の冷気が給排気口１の前面開口２ａから直接室内の居住者に当たる
のを防止すべく、前記給排気口１の前面開口２ａにカバー４１を取付け、冷気を通気口７
から一旦側方に排出させてから室内に拡散するようにしているが、これにより、冷気がカ
バー４１の裏面に当たって該カバー４１に結露を生ずるおそれがある。そこで、結露の発
生を未然に防止すべくカバー４１に断熱シート等を取付けるものである。但し、結露発生
のおそれのない場合は、前記断熱シート等を取付ける必要のないことは言うまでもない。
【００６０】
　また、図示しないが、フィルタ体３１の前方にばね材等を設け、フィルタ体３１を前方
から弾性的に押圧してフィルタ体３１が常に一定の弾性力でブラシ２２と当接するように
してもよい。これにより、異物の払い落とし効果が高まる。
【００６１】
　上記実施形態においては、給排気口１は給気用の換気口として用いたものを示している
が、本発明を実施する場合には、排気用の換気口として用いることもできる。排気用の換
気口として用いる場合は、フィルタ３２は表面即ち室内に臨む面に塵埃等の異物が付着し
易いので、給気用の給排気口１とは逆に、ブラシ体２１はフィルタ３２の前側の表面に当
接するように取付ける必要がある。そのためには、例えば、フィルタ体３１の十字形の連
結材３６に、ブラシ体２１のブラシ取着部２６の裏面に設けた挟持片２６ａと同様の挟持
片を形成し、この挟持片を給排気口本体２の十字形の支持部材８に嵌着して挟持させ、給
排気口本体２に固定した後、その前方からブラシ体２１のブラシ取付枠２３の軸孔部２５
を給排気口本体２の支持軸９に外嵌して取付ける。また、給気用のものと同様に、フィル
タ体３１のピン体３７を円環枠部３４の表面に立設することにより、カバー体４１の回動
と連動して直接ピン体３７を回動し、フィルタ体３１を回動して清掃することができる。
これにより、室内の汚れた空気が室外に排出されるときに給排気口１のフィルタ３２の表
面に付着する汚れを払い落とすことができる。
【００６２】
　したがって、前記給気用のものと同様に、カバー４１の回動によって通気量を調整でき
るとともにフィルタ３２の清掃作業も同時に行なうことができる。なお、このようにブラ
シ体２１及びフィルタ体３１を形成することにより、前記ブラシ体２１とフィルタ体３１
との配置を簡単に入れ替えることができ、１つの給排気口１で給気及び排気に兼用するこ
ともできる。
【００６３】
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　更に、上記各実施形態の給排気口１においては、ブラシ体２１はフィルタ体３１のいず
れか片側のみに取付けているが、フィルタ体２１の両側に取付けるように構成することも
可能である。
【００６４】
　そして、上記実施形態の給排気口１においては、フィルタ体３１はピン体３７をカバー
４１のピン受スリーブ４５に嵌入することによりカバー４１に連結した構成としているが
、この手段に限られるものではなく、他の連結機構、リンク機構によって直接的に或いは
間接的に連結することもできる。また、機械的でなく、モータ等を使用し、操作部として
スイッチをカバー４１等に取付け、モータ等の駆動力によって電気的に回動させ、間接的
に回動するものとしてもよい。要するところ、カバー４１を操作することにより、前記カ
バー４１の動きに連動してフィルタ３１が回動するものであればよく、その手段は問わな
い。
【００６５】
　更に、カバー４１を回動したとき、フィルタ体３１も同位相回動するようになっている
が、フィルタ体３１の回動する位相がカバー４１よりも拡大するように構成してもよく、
この場合は、僅かなカバー４１の回動でフィルタ体３１は大きく回動するので、ブラシ体
２１におけるブラシ２２の取付数を減らすことができ、その分通気抵抗も小さくなる。
【００６６】
　加えて、空気量調整部の開閉を操作する操作部はカバー４１に設けているが、必ずしも
これに設けなくてもよく、給排気口本体２等に設けてもよい。
【００６７】
　更に、上記各実施形態では、フィルタ体３１側を回動しているが、カバー４１とブラシ
体２１とを連結するなどしてブラシ体２１側を回動するようにしてもよく、また、双方を
互いに反対方向に回動するものとしてもよい。
【００６８】
　また、上記各実施形態では、フィルタ３２の清掃にブラシ２２を使用しているが、これ
に限られるものではなく、例えば、ゴム板等からなるスクレーパやスポンジ等を使用し、
異物を掻き落としたり、擦り取るようにしてもよい。
【００６９】
　そして、フィルタ３２は円板状に形成しているが、他の形状であってもよく、例えば、
車両のワイパのように扇状に形成し、ブラシ２２を扇中心を軸に回動するものとしてもよ
い。
【００７０】
　なお、上記実施形態では、給排気口１は自然換気するものを示しているが、例えば、排
気用の給排気口１にファンを取付けて強制的に換気させてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の実施形態の給排気口を備えた換気装置の分解斜視図である。
【図２】図１の換気装置の断面図である。
【図３】図１の給排気口の斜視図である。
【図４】図１の給排気口を裏側から見た斜視図である。
【図５】図３のＡ－Ａ切断線による断面図である。
【図６】図１の給排気口の分解斜視図である。
【図７】図１の給排気口のカバーを外した状態を示す正面図である。
【図８】図１の給排気口の裏面図である。
【図９】図４の給排気口の要部を示し、(a)は板ばねを取付ける前の状態、(b)は板ばねを
取付けた後の状態示す。
【図１０】図６の給排気口本体を示す斜視図である。
【図１１】図６のカバーを示す斜視図である。
【図１２】図１０の給排気口本体にブラシ体を取付ける前の状態を示す斜視図である。
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【図１３】図６の給排気口本体にブラシ体を取付けた後の状態を示す斜視図である。
【図１４】図１３のブラシ体の前方からフィルタ体を取付ける状態を示す斜視図である。
【図１５】図１３のフィルタ体を取付けた後の状態を示し、図１３のＢ－Ｂ切断線で切断
した断面図である。
【図１６】図１５のフィルタ体の前方からカバーを取付ける状態を示す斜視図である。
【図１７】図１６の給排気口本体にカバーを取付けた状態を示し、(a)はカバーを給排気
口本体に嵌着した状態、(b)は嵌着後カバーを所定角度回動した状態を示す。
【図１８】図１１のカバーに断熱シートを取付ける前の状態を示す斜視図である。
【図１９】図１１のカバーに断熱シートを取付けた後の状態を示す斜視図である。
【図２０】部屋毎に換気するために複数の換気口が設置された家屋の見取図である。
【符号の説明】
【００７２】
　　１　　給排気口
　　２　　給排気口本体
　　６　　嵌合壁
　　７ 　 通気口
　１２　　ガイド孔
　１２ａ　挿入口
　２１　　ブラシ体
　２２　　ブラシ
　３１　　フィルタ体
　３２　　フィルタ
　４１　　カバー
　４２　　カバー本体
　４４　　フランジ
　４５　　ピン受スリーブ
　４６　　ガイド突起
　４６ｂ　係止突部
　６４　　ダクト
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